「The Cantatas of Vivec」訳本

　「Vivecのカンタータ〔※１〕」

　著者：Vivec
　［Vivecのカンタータは、叙事詩体によって著述された福音である。Vivecの進歩は、無知蒙昧の人間から啓蒙された神へと跡づけられる。Vivecは、あらゆる在り得る方法に於いて――とりわけ、Dunmerの民衆を保護・防衛することに於いて――自身に試練を課する経験を探し出し、そして、自身の長命・謙遜・不屈の精神を通じて、〈７つの恩寵〉〔Seven Graces〕という知恵を獲得した。このカンタータは、Vivecの試練に関する数多の物語を、挑戦と危機、失敗と勝利、洞察・幸運という祝福、仲間たち（恋人たるAlmalexiaと教師たるSotha Sil）に対する恩義と関連づけるものである。その詩歌は、単純かつ劇的、叙情的かつ個人的であり、歌唱あるいは朗読するために作詞されたものである。以下は、Vivec神の手になる『Red Mountainの下の熟念』〔'Brooding Beneath Red Mountain'〕からの抜粋である。］

　Red Mountainの棺台どもを覆うように、うっすらとした経帷子・煙・陰のように、

陰鬱なる鬼火は茫漠と現れる。
　アーチと尖塔は岩造の広間に沿って立ち並び、
　死者たちの魂によって幽かに照明されている。
　荒廃せる暖炉と家々より流れ出る血は、
　赤い川を流れ、泉を噴き出る。
　正気の硝子壁に取り囲まれつつ、
　千々に砕けし主たちは灰の揺籠で眠り込む。

　しかし、いつ彼らは目覚めるものだろう？
　如何なる闇の坩堝〔るつぼ〕が彼らの魂を光の内に燃え立たせるだろう？
　どれほどに亘って、吹き出す赤き雲の下で、
　明滅する置火は燻ぶっていなければならないだろう？
　幾人の苦役と悲嘆の生涯を要して、
　この不穏なる墳墓は封じられるだろう？
　訳注

　※１　独唱・重唱・合唱から成立する声楽曲。
